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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 9/7（金）～10/6（土）、呂Ｄｒが不在となる

· 9/10（月）、青陽館の施設巡視予定

· 9/10(月)～10/8(月)、患者様を対象とした満足度調査実施予定

· 9/10グループ内研修実施予定
対象：入職1～2年介護職員　　　テーマ：「介護技術（基礎）」
· 9/10～看護学生の実習予定。9/12・13には青陽館の見学実習を予定している

· 6月分のカルテ記録を外来から病院4階の書庫へと移動する
＜業務改善＞

【新プログラム】

· 疾病プログラムの実施に伴い、徐々に支障が出てきている。グループ分けを再度見直して組んでいく

· 担当メンバーと面談を実施し、希望するプログラムの洗い出しを行っていく

· プログラムの構造をスタッフ間で理解する事を優先的に実施

· 各プログラムの中で行っていく内容をメンバーに周知し、説明を行っていく段取りを広告していく

【新書式】

· 退院前デイケア利用に使用する書式の原本を作成し、Ｃ.Ｏ.Ｏに確認

· 書式の様式が提出案で構わない場合には、デイケア利用可否の評価も含めて作成を勧めていき、起案書として提出

· 提出時には退院前デイケア利用の報告書起案として提出予定

【治療環境整備】

· 8/31にパーテーションドアのゴム修理が完了している

· 来週に施設巡視を予定している為、現在の施設内整理状況を維持していく

＜利用者様情報＞

・森　　彩子様～自宅へ連絡しているが携帯電話がつながらない為社会福祉協議会担当者（間山様）に連絡。電話が繋がらない状態は社会福祉協議会からも同様との事。自宅を訪問すると本人の状態は元気だが、若干鬱傾向にある様子とのこと。電話が繋がらない状態である事を本人に伝えると、本人は特に変わった操作はしておらず着信の履歴も残っていないと話しているとの事。引きこもり状態であるがヘルパーを導入しており、生活に必要な買い物などはヘルパーに依頼。外来の受診もままならない状態であるが、ヘルパーに代理受診してもらい内服は欠かしていないとの情報を受けている。通所からも本人への連絡は継続していく事を伝えている。

・平　　康子様～1日通してプログラム中に眠っている様子が暫く続いている。本人へ生活状況を確認すると、「朝早く起きてしまう」と話されており、3：00前には覚醒してしまい、再入眠出来ずにいるとの事。今朝は2：00前に覚醒したと報告されている。就床時間は21：00頃だか寝付く事が出来ず、22：00過ぎまでは入眠出来ないと訴える。夜の寝苦しさに加えて昼夜逆転している可能性もあることを伝え、日中は少しでも起きているよう説明している。

昨日は早めに就床し、今朝は5：00過ぎまで眠る事が出来たと報告されており、表情も良い。日中は起きている必要があることを再度説明すると、本人も納得されている。

・稲垣　ふき様～左膝痛を以前から訴えており、本日の午前中に整形受診している。変形性膝関節症と診断あり湿布が処方となったとの事。

＜外来情報＞

・下口　政子様～自分を否定するような声が聞こえると訴えている。担当医からは確認をする事が大切である旨を説明。内服の変更は無い。

・小坂　君子様～内服チェック表を自分で作り持参している。

・上川原　豊様～右目にものもらいができたことを報告されている。

・浅坂　政美様～脈拍測定し、結滞2回確認している。

・清水　泰雅様～デイケアの遅刻が多いと話されている。遅刻が多いのであれば、青山荘の利用を検討するよう指示が出ている。

